
公益財団法人 川崎市文化財団 情報誌

かわさき
アートニュース

CONTENTS［目次］
02｜特集

MUZAジルベスターコンサート2017
04｜音楽

ミューザ川崎シンフォニーホール
07｜歴史・文化

東海道かわさき宿交流館
08｜イベントレビュー

10｜美術
市内ギャラリー情報

13｜演劇
アルテリオ小劇場

14｜映画
アルテリオ映像館

インタビュー／岡 幸二郎さん
（ミュージカル俳優）

Vol.258
2017年12月号



3歳で初舞台
―― �歌との出会いはいつ頃だったので

しょうか？
　人前で初めて歌ったのは3歳のときです。
ちゃんと生のバンドをバックに、マイクを握りし
めて歌っている写真が残っているんですよ。
　実家は電気屋なのですが、私の祖母は
詩吟と謡を教えていて、姉もピアノの先生に
なったので、音楽の道に進む環境があった
といえばそうかもしれませんね。
　店にはカラオケの機械も置いていたので、
店を閉めた後によくそれで歌っていました。
両親は仕事があって、私は祖母と一緒にい
る時間が長かったので、祖母世代の歌ばか
り歌っていました。初めて人前で歌ったとき
の曲は「芸者ワルツ」。ふつう3歳の子は歌わ
ないですよ（笑）。だからきっと、お客さんは余
計に面白がって拍手したんでしょうね。
　歌った記憶はほとんどないのですが、拍
手された記憶は残っていて、「役者は三日
やったらやめられない」と言いますが、拍手
をもらう快感をそこで覚えたのでしょうね。

ミュージカルの世界へ
―― �岡さんは、今年デビュー28年目を迎

えられました。この世界に入ったきっ
かけについてお聞かせください。

　15歳のとき、劇団四季のミュージカ
ル『コーラスライン』を見て衝撃を受け、
ミュージカルをやろうと思いました。何か
きっかけをつかもうと、芸能情報が載って
いる雑誌を読んで、ミュージカルの全国オー
ディションを見つけて受けたのですが、その
時は落ちました。でも後から、審査をしてい
たプロデューサーの方から「もし君が本当
にやる気があるんだったら東京に出てきな

　ミューザ川崎シンフォニーホールで大晦日に行われるジルベスターコンサート。毎年、一年の聴き納めにふさわしい豪華プログ
ラムをお届けしている好評企画です。
　今年は東京交響楽団と名匠・秋山和慶さんの名コンビで、第1部は新年を先どりするようなワルツやポルカの名曲を、そして第
2部はミュージカル界のスター歌手の方々を迎え、珠玉のミュージカル・ナンバーをお楽しみいただきます。
　今回、歌とともに第2部のナビゲーターもお務めいただく、日本を代表するミュージカルスター、岡幸二郎さんにコンサートの聴
きどころ、そしてミュージカルの魅力についてお話を伺いました。

さい」と手紙をもらいました。そのお誘いに
は乗れなかったのですが、2年前にその方
が30何年ぶりに「岡君」と声をかけてくれ
て、とても嬉しかったですね。

ミュージカルのため上京
―― �大学では中国語を専攻されていたそ

うですね。
　中国語を選んだのは、「これからは中国
語の時代が来る」と考えたからです。
　あと、「まずは東京に出ないとミュージカ
ルが出来ない」と思っていたので、東京の
大学を選んで上京しました。私は5歳から
ずっと書道をやっていたので、書道で一番
有名な大学に行こうと思って、大東文化大
学に進みました。
　大学4年生の時に、ミュージカル『イダマン
テ』で初舞台を踏みました。その時に、初め
て父親を福岡から東京に呼んだのですが、
一緒に舞台に立っていたのが、近藤真彦さ
んや夏木マリさんという有名人の方々だっ
たので、父も「おっ」と思ったんでしょうね。何
も言わずに帰っていきましたが、その代わり

「やめろ」とも言われませんでした。
　同じ年に劇団四季のオーディションを受
けて合格し、大学卒業と同時に本格的に
ミュージカルの世界に入りました。その後、東
宝の『レ・ミゼラブル』のオーディションに受
かったので、劇団四季は3年で退団し『レ・ミ
ゼラブル』には17年間出演しました。

ミュージカルの仲間たちとの歌合戦
―― �共演なさる歌手の方々についてお聞

かせください。
　ミューザのジルベスターコンサートに出
演する歌手たちは、日ごろ舞台でも共演し

ている仲間たちです。
　石井一孝さんは『レ・ミゼラブル』での共
演から23年来、ずっと同じ道を歩んできた
大親友です。
　土居裕子さんは、富山でやったミュージ
カル『ショウ・ボート』でご一緒しました。何
をやってもお上手で何でも歌える方です。
　木下晴香さんは、今年、東京と大阪で上
演した『ロミオ＆ジュリエット』のミュージカ
ルで一緒でした。彼女は当時まだ高校生
でしたが、オーディションに受かって、母親
と二人で東京に出てきていました。公演中
だったため3月の卒業式に出られなくて、担
任の先生が卒業証書をもって公演を観に
来たんですよ。
　私は大学でも教えているのですが、今の
若い人はとても技術が高くて、度胸もある。
でも、いくら上手くても出演する場がないと
経験を積めません。経験が一番の力になる
ので、私たちが場所をあけて風通しをよくし
てあげたいと思います。木下さんはもう次の
舞台も決まっているので、どんどん経験を積
んで頑張ってもらいたいですね。

フル・オーケストラとの共演
―― �今回のコンサートでは、フル・オーケ

ストラをバックに歌われますね。
　実は、大学のときに晋友会という合唱団
に所属していました。その時、小澤征爾さん
や多くの著名な指揮者やオーケストラと共
演したんですよ。
　ミュージカルで歌うときは、オーケストラ
は歌手より前で演奏していますが、ソロで歌
うときは、オーケストラは歌手の後ろで演奏
します。背後から音の圧を全身に受けるの
で、体を作らないと負けてしまいます。カラ

インタビュー：岡 幸二郎さん 
 （ミュージカル俳優）

大晦日は、歌合戦♪
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 演奏会概要 Information

オケみたいに、手動でボリュームを調整でき
ませんしね（笑）。ですから、初めてソロでフ
ル・オーケストラと共演したときは、一曲ごと
に水を飲まないと喉がカラカラになるくらい
に緊張しました。
　オーケストラとの共演はここ数年でとても
増えたのですが、横隔膜が発達してきたみ
たいで、洋服を着ていても分かるほど、肺の
下の辺りがボコッと飛び出るようになったん
ですよ。きっと体が自然に変わっているんで
しょうね。フル・オーケストラをバックに歌う
のは、とても気持ちが良いです。

誰もが自然にやっているミュージカル
―― �ミュージカルの魅力についてお聞か

せください。
　歌があって、踊りがあって、お芝居があっ
て、非現実的な世界を体験できる。そこが
一番の魅力だと思います。
　私たちもふだん生活をしていて、うれしい
ことがあったらいつの間に鼻歌を歌っていた
り、足取りが軽くなったりすることがあります
ね。それを大げさにしたのがミュージカルだと
思うんです。だから、観ている方の気持ちが
舞台上でやっていることにリンクしていくと、
観終わって「楽しかった！」という気持ちにな
る。その部分が魅力なのではないでしょうか。
　今年は映画でも『美女と野獣』がヒット
して、『レ・ミゼラブル』もそうですけれど、
ミュージカルがどんどん実写映画になって
いるので、今までミュージカルを観たことが
ない方々にも浸透していっているのではな
いかと思います。

感情のひだを聴かせる
―― �クラシックファンにミュージカルの魅力

を伝えるとしたらいかがでしょうか？
　マイクを使って歌うことは、ふだんクラシッ
クで生の声を聴いているお客さんには抵抗
があると思います。もちろん、生の声とオーケ
ストラとの融合は素晴らしいのですが、マイ
クをただの拡声器とは考えずに、マイクを使
うことで微妙な表現が可能になることを分
かってもらえれば良いなと思います。
　声や音を聴かせるのがクラシックだとす
れば、ミュージカルはもう少し感情のひだを
聴かせるもの。それをオーケストラとどう融合
させるのかが、難しいところでもあります。マ
イクを使って歌う技術はとても大事なので、
歌手もしっかり勉強しなければなりません。

観客を引き込む技術
―― �これまでに印象深かった舞台はあり

ますか？
　グレン・クローズという大女優が主演の
ミュージカル『サンセット大通り』をロサンゼル
スまで観に行ったときに「ああ、ミュージカルは
歌わなくてもいいんだ」と、初めて思いました。
　彼女は、高らかに歌い上げない。でも、観
る側はものすごく感動します。恐らく歌い過ぎ
て感情を提供し過ぎると、お客さんが引いて
しまうんですね。歌わないと、逆にお客さんが
引き込まれていく力が働くんだと思います。
　今回のコンサートはこの『サンセット大通
り』の序曲でスタートしますが、すごく素敵
な曲で、最初の一音が流れただけでグッと
くる名曲です。これは演出の原純さんの選
曲で、彼とは劇団四季にいるころからの知
り合いですが、共演するのは初めてなので
今から楽しみですね。

―― �お客様へのメッセージをお願いします。
　12月31日は忙しい日だと思いますが、年
の暮れにミュージカルを聞いて、心軽やか
に気持ちよくなって楽しんでいただいて、新
年を迎えてくだされば、うれしいです。
　第1部も楽しいコンサートになるでしょう。
　今回、私の歌う『オペラ座の怪人』のナン
バーではパイプオルガンも入るので、迫力
が出ると思います。パイプオルガンってなか
なか聴く機会がないので、それも楽しみの
一つかなと思います。

楽しめる環境作り
―― �今後の活動についてお聞かせください。
　自分も好きでこの世界に入って来ました
が、これまで続けてこられたのは、やっぱり
楽しかったからという単純な理由だと思い
ます。その楽しさをこれからも伝えていきた
いですし、お客さんにも難しいことは抜きに

「ミュージカルって楽しい」と思ってもらえ
たらうれしいですね。
　そして、ミュージカルの楽しさを伝えるに
は、自分たちが楽しめる環境を作ることが
一番大切だと思うようになりました。どんな
仕事をしている方もそうだと思いますが、好
きだけではやっていけないこともありますよ
ね。その中で楽しいと思える環境を作りな
がら、少しずつ次の世代にバトンタッチをし
ていきたいですね。

MUZA
ジルベスター
コンサート2017

 プロフィール Profile
岡 幸二郎 Kojiro Oka 
　福岡県出身。大学卒業後、劇団四季にシーズン
メンバーとして参加。「オペラ座の怪人」「クレイジー・
フォー・ユー」「アスペクツ･オブ･ラブ」等に出演。
　1994年「レ・ミゼラブル」のアンジョルラス役をオー
ディションで射止め、その華やかな風貌と圧倒的
な歌唱力で一躍ミュージカルスターへと躍進した。
2003年からは同作品でジャベール役を演じ、17年に
亘り「レ・ミゼラブル」に参加した。
　ミュージカルのほか、ストレイトプレイやTV（NHK大
河ドラマ「義経」など）、CM、フル・オーケストラからライ
ブハウスまでのコンサート、トークショーなども精力的
に行っている。2014年にデビュー25周年を記念して
作られたアルバム『ベスト·オブ・ミュージカル』が好評
を博している。

好評発売中!!

オーケストラをバックに拍手を受ける岡さん
Ⓒ三浦興一（写真提供 公益財団法人文京アカデミー）

［日時］2017年12/31（日）
　　　15：00開演（14：15開場）

［会場］ミューザ川崎シンフォニーホール
［出演］指揮：秋山和慶　　演出：原 純
　　　ヴォーカル：岡 幸二郎、土居裕子、
　　　　　　　　石井一孝、木下晴香
　　　オーケストラ：東京交響楽団

［曲目］～第1部～
　　　魅惑のワルツ・ポルカ
　　　オッフェンバック：喜歌劇「天国と地獄」より 序曲
　　　ヨハン・シュトラウスⅡ世：ワルツ「酒、女、歌」 
　　　レハール：ワルツ「金と銀」　他
　　　～第2部～
　　　スター歌手によるミュージカル特集
　　　サンセット大通り〜オーヴァーチュア
　　　僕の願い（ノートルダムの鐘）
　　　カラー・オブ・ザ・ウインド（ポカホンタス）
　　　ミュージック・オブ・ザ・ナイト（オペラ座の怪人）
　　　オン・マイ・オウン、スターズ（レ･ミゼラブル）
　　　ディス・イズ・ザ・モーメント（ジキル＆ハイド）

　　　他
［チケット］Ｓ席￥7,000　Ａ席￥6,000　
　　　 　Ｂ席￥5,000　Ｃ席￥4,000

［チケットお申込み・お問合せ］
　　　ミューザ川崎シンフォニーホール
　　　044-520-0200（10：00～18：00）

ミュージカルに対する情熱を語って下さる岡さん
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お申込み・お問合せ◉ミューザ川崎シンフォニーホール　［TEL］ 044-520-0200（10：00～18：00）　［チケットカウンター］10：00～19：00
［Web］ミューザWebチケット　http://muza.pia.jp/　 検索ミューザ

 ミューザ川崎シンフォニーホール おすすめ公演情報

［日時］ 2017年12月12日（火）
　　　 ランチタイムコンサート 12：10開演
　　　 ナイトコンサート60 19：00開演

［出演］ 声楽アンサンブル：ヴォクスマーナ（指揮：西川竜太）
［曲目］ メシアン：おお 聖なる饗宴
　　　 デュリュフレ：グレゴリオ聖歌の主題による4つのモテット 
　　　 松平頼暁：衝突（2009）　ほか

［チケット］ ◦ランチタイムコンサート 全席自由500円　
　　　　　◦ナイトコンサート60 SS指定席2,000円、自由席1,000円

ヴォクスマーナ

MUZAランチタイムコンサート＆ナイトコンサート60
  聖なる響きとともに、声の可能性を探る

西川竜太ヴォクスマーナ

［日時］ 2017年12月17日（日） 14：00開演
［出演］ 指揮：飯森範親
　　　 ソプラノ：鷲尾麻衣、メゾ・ソプラノ：池田香織
　　　 テノール：又吉秀樹、バス：ジョン ハオ
　　　 合唱：東響コーラス

［曲目］ モーツァルト：交響曲第30番
　　　 ベートーヴェン：交響曲第9番「合唱付き」

［チケット］ S席7,000円　A席6,000円　
　　　　　B席4,000円　C席3,000円　
　　　　　25歳以下の学生1,000円（要問合せ）※当日券のみ　※残席がある場合のみ販売

ミューザ川崎シンフォニーホール＆東京交響楽団
名曲全集第132回

  熱血漢IIMORIの「第九」

鷲尾麻衣 池田香織 又吉秀樹 ジョン ハオ

［日時］ 2018年1月13日（土） 14：00開演
［出演］ 指揮：飯森範親
　　　 ピアノ：アレクサンダー・ガヴリリュク

［曲目］ プロコフィエフ：交響曲第1番 ニ長調 「古典交響曲」
　　　 プロコフィエフ：ピアノ協奏曲第1番 変ニ長調 
　　　 ムソルグスキー／ラヴェル編：組曲「展覧会の絵」

［チケット］ S席6,000円　A席5,000円　
　　　　　B席4,000円　C席3,000円
　　　　　25歳以下の学生1,000円（要問合せ）※当日券のみ

ミューザ川崎シンフォニーホール＆東京交響楽団
名曲全集第133回

  天才作曲家たちのロシア音楽

飯森範親アレクサンダー・ガヴリリュク

残数
僅少
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展示－宿場時代の川崎（２階）
江戸時代の川崎宿の歴史や当時の情報があります。
旅人の衣装を着て記念撮影もできます。

展示－江戸から現代へ（３階）
明治以降の川崎市の歴史や、ゆかりの人物などの展示
があります。

江戸時代の粋に遊ぶ その29
「お座敷遊び」

　数少ない女形芸者のまつ乃家栄太朗さん達と共に、粋な
お座敷遊びをぜひ体験してください。
日時：12月9日（土）14時から（13時半開場）
料金：1,500円
定員：先着80名（自由席）
会場：東海道かわさき宿交流館4階 集会室
出演：まつ乃家栄太朗

第7回 前座・二ツ目奨励
「お昼の落語」

　日頃から師匠のお世話・噺の修業・高座の裏方として頑
張っている前座さん、真打昇進を目指す二ツ目さん。若手を
激励し、精進を応援する落語会になってゆけば幸いです。今
回は、前座の春風亭一猿さん、二ツ目の林家たこ平さんで
す。お楽しみに。
日時：12月20日（水）14時から（13時半開場）
料金：無料　　定員：先着80名（自由席）　　
会場：東海道かわさき宿交流館4階 集会室
出演：前　座　春風亭一猿
　　　二ツ目　林家たこ平

企画展
「県立川高の90年と昭和の川崎」

　川崎で最初の高等教育の場として県立川崎高校が誕生したのは昭和2
年。「川高」の歴史はまさに「昭和」とともに始まった。同校の歴史と川崎市の
歩みを重ね合わせて昭和時代を振り返る資料写真パネルの展示です。
日時：開催中～12月17日（日）
　　　9時から17時まで
料金：無料
会場：東海道かわさき宿交流館3階 企画展示室

春風亭一猿 林家たこ平

プロフィール
まつ乃家栄太朗
1986年東京生まれ。芸者置屋の家に生まれ、
１０歳の頃よりお座敷に出始め、2009年に他
界した先代女将まり子の遺志を引き継ぎ、二
代目女将となる。数少ない女形芸者として、日
夜芸事に励み、精一杯お座敷を務めている。
大森海岸を本拠地にするも全国からお座敷
がかかり、伝統を継承しつつも現代の粋なお
座敷遊びを追求している。
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休館日：毎週月曜日。月曜が祝日の場合は、翌日が休館。
〒210-0001 川崎市川崎区本町1丁目8番地4　TEL.044-280-7321　FAX.044-280-7314　http://www.kawasakishuku.jp/

【アクセス】 京急川崎駅より徒歩6分、JR川崎駅東口より徒歩10分



第6回
お昼の落語

川崎市アートセンター開館10周年記念事業 
しんゆりシアターミュージカル公演

「ねこはしる」

Noriko's Day Vol.5
小川典子ピアノ・リサイタル

アート講座

江戸時代の粋に遊ぶシリーズ 
その28「水芸」

狂言全集 第9回

　第6回前座・二ツ目お昼の落語がありま
した。若手落語家を激励し精進を応援する
会です。初めは前座 柳亭市若さんの『初天
神』。天満宮で行われるお祭りに父と子が参
拝に出かけるお話。お祭りには出店が付き
物です。子が団子をせがむシーンや食べて
いるところがこの噺の見せ場でしょう。市若
さんの団子の食べ方がなんともおかしくか
わいらしかったです。
　続いて、二ツ目 古今亭駒次さん。駒次さ
んは古典よりも新作落語派。特に鉄道が好
きで電車ネタも多く作っているそうです。前
半は『ガールトーク』。とある喫茶店で、主婦
達のカゲグチ・近所の人の噂話大会。そう
いう話をしている時の顔ってすごく輝いてい
るもので…。オチも納得のいく笑い話でし
た。後半は『公園のひかり号』。新作オリジナ
ル人情噺。新幹線の車掌だったおじさんと
引っ越ししてきたばかりの少年とのお話。少
年がとある公園に行ってみると、ひとりで新
幹線ごっこをしているおじさんが。初めはた
だの変人なのかと思ったら…、最後は聞い
ていて涙が出そうになりました。また鉄道好
きということから、細かい車内アナウンスの
場面など聞きどころがあり魅力的でした。
　次回は、12月20日（水）午後2時からで
す。お楽しみに。
	 （9月20日 東海道かわさき宿交流館）

　 小 川 典 子 によるピアノ満 載 の 企 画
「Noriko’s Day」は今年で5回目の開催。
毎年、ただのリサイタルではないユニークな
企画が好評です。今回はリーズ国際ピアノコ
ンクール入賞から30周年を記念したリサイ
タルとなりました。ベートーヴェン「熱情」、リ
ストのソナタという王道プログラムに加え、
山根明季子（写真右）をゲストに招き、氏の
作品「イルミネイテッドベイビー」を演奏。ア
ンコールとして、小川さんが公開レッスンを
行ったアマチュアピアニストたちの演奏があ
り、終演後はハロウィン仮装もにぎやかな懇
親会が行われました。
	 （10月21日 ミューザ川崎シンフォニーホール）

　川崎市アートセンター開館10周年を記念
し、新百合ヶ丘で長年愛されてきた作品を
上演しました。野原を舞台に、ドジでのろま
な子猫のランと小さな魚の成長と友情を中
心に、それを穏やかに見守るたくさんの動
物や植物たちによるほのぼのとした物語で
す。音楽はダンスナンバーやバラードだけで
なくカントリーやラップなど様々なジャンルを
次 と々展開し、親子連れの姿も多い中、最後
まで飽きることなく集中して観て頂くことがで
きました。悲しくも希望のあるラストシーンで
は、テーマである〈いのちのかがやき〉が届
いたようです。
	 （10月14日～22日 アルテリオ小劇場）

　江戸時代の粋に遊ぶシリーズ、今回は
「水芸」でした。あいにくの雨でしたが、たく
さんのお客様に来ていただきました。
　こちらは、朝から大掛かりな舞台づくりに
追われ、いざ本番。1部は手妻、2部に水芸
でした。日本奇術の中でも水芸の後継者が
いないというピンチの状態。今回は松旭斎
正恵さんが監督&演出としてご尽力下さり、
手妻師である葉月美香さん・KYOKOさん・

　大蔵流狂言山本家の能楽師を迎え、「狂
言全集」を開催しました。
　約200番ある狂言をシリーズでお届けす
るこの公演。今回は、末広の意味を知らない
家来と主のやり取りが楽しい「末広」。春の
野原でつくしを摘み取っていた二人が喧嘩
に発展する様子がおかしい「土筆」、禰宜と
山伏という全く違う職業人の対照を面白く
描いた「禰宜山伏」の三番を上演しました。
　最後は、毎年大好評をいただいている人
間国宝 山本東次郎師によるお話。演目ごと
の分かりやすい解説と、今も昔も変わらない
人間の愚かしさを笑いにくるんで表現する
狂言の魅力を語ってくださり、観客の皆さま
は頷きながら聞き入っていました。お話の締
めくくりには小舞を披露して下さり、充実の
時間となりました。
◦�最後の東次郎さんのお話が勉強になり、

良かったです。（60代／女性）
◦�また機会を見て鑑賞する気持ちになっ

た。日本の古典芸能に開眼。
	 （70代／男性）
	 （10月21日 川崎能楽堂）

　毎年ゴールデンウイークに開催し、来年
10回目を迎える、川崎・しんゆり芸術祭（ア
ルテリッカしんゆり）。本芸術祭をより楽しん
でいただくために、多彩なジャンルの一流講
師を迎え、全10回にわたって舞台芸術の魅
力や、芸術祭運営について学べる講座の第
1回を開催しました。
　今回は「児童演劇の世界」と題して、劇
作・演出家のふじたあさやさんと、劇団飛行
船の鈴木徹さん、人形劇団ひとみ座の森元
勝人さんが登壇しました。
　両劇団は川崎に本拠地を置き、飛行船
は51年、ひとみ座は70年にわたって、子ども
たちに夢と感動を届ける芝居を作り続けて

和田奈月さんの3人が水芸を披露しください
ました。着物を着ながら動く所作の美しさ、
独特のセリフ回しに口上、これらは歌舞伎の
ような伝統的な「型」なのだなと感じました。
日本的な芸だと思います。
　次回は、12月9日（土）午後2時から「お座
敷遊び」。出演者はまつ乃家栄太朗さんで
す。お楽しみに。
	 （10月21日 東海道かわさき宿交流館）

きました。劇団の紹介や、「子どものための
芝居はなぜ必要なのか」についてトークセッ
ションを行い、集まった約250名の受講者た
ちは児童演劇の世界を堪能していました。
　アート講座は、来年3月まで開講します。
ご興味のある方は、事務局（TEL044-952-
5024）までお問い合わせください。
	 （10月7日 新百合トウェンティワンホール）

©関口淳吉
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至町田

至町田
至登戸

消防署
●

至新宿
新百合ヶ丘駅

麻生区役所
●

●麻生市民館

●Odakyu OX
　新百合ヶ丘駅入口

昭和音楽大学
北校舎

●

　日本映画大学
　新百合ヶ丘
●キャンパス

●マクドナルド
北口

南口

川崎市
アートセンター●

新百合
21ホール

新百合トウェンティワンホール
450名収容の多目的ホールは、講演会、発表会、展示会、

展示即売会、ギャラリーなど多彩な利用が可能です。
〒215-0004 川崎市麻生区万福寺1-2-2 新百合21地下2階
TEL.044-952-5000　FAX.044-952-1350　
http://shinyuri21hall.jp/

【アクセス】 小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩2分

貸館案内

川崎市アートセンター
アルテリオ小劇場では、演劇やミュージカル、コンサート、

ダンス、発表会、セミナーなど様々な形態での利用が可能です。
〒215-0004 川崎市麻生区万福寺6-7-1
TEL.044-955-0107　FAX.044-959-2200
http://kawasaki-ac.jp/

【アクセス】 小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩3分 至町田

至町田
至登戸
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●キャンパス

●マクドナルド

川崎市アートセンター

北口

南口

貸館案内

ラゾーナ川崎プラザソル

ミューザ
川崎

アトレ川崎

モアーズ

ダイス

川崎ルフロン

川崎駅川崎駅

京急
川崎
駅

京急
川崎
駅

京浜
急行

JR
線

リバーク
ミューザデッキ

ラゾーナ川崎プラザソル
（ラゾーナ川崎プラザ5F）

可動式ひな壇を使用したり、舞台と客席を自由に設定し
たりと、様々な催し物に対応。機材も充実、お客様の構想を基に、
理想の空間づくりをお手伝いいたします。
〒212-8576 川崎市幸区堀川町72-1 ラゾーナ川崎プラザ5F
TEL.044-874-8501　FAX.044-520-9151　http://www.plazasol.jp/

【アクセス】 JR川崎駅西口より徒歩5分

貸館案内

東海道かわさき宿交流館
4階の集会室は、ふれあいネット（川崎市公共施設利用

予約システム）にて利用予約が必要です。 商工会議所
●　 ●DICE

　（ダイス）
●コンビニ

川崎信用金庫●

　●
川崎市役所

JR
川
崎
駅

京
急
川
崎
駅

東海道
かわさき宿
交流館

〒210-0001 川崎市川崎区本町1丁目8番地4
TEL.044-280-7321　FAX.044-280-7314
http://www.kawasakishuku.jp/

【アクセス】 京急川崎駅より徒歩6分、JR川崎駅東口より徒歩10分

貸館案内

←京急川崎駅

東口
バス
ターミナル

京浜急行線

ヨドバシ
カメラ

ルフロンルフロン

アイン
薬局

丸井

JR 至横浜

サンスクエア川崎

太田
総合
病院

CUBE
川崎

日　航
ホテル

JR川崎駅

東口

川崎能楽堂川崎能楽堂

貸館案内
川崎能楽堂

邦楽を中心に創意を生かしたパフォーマンスの稽古、
発表、鑑賞の場としてご利用いただけます。
〒210-0024 川崎市川崎区日進町1-37
TEL.044-222-7995　FAX.044-222-1995　
http://www.kbz.or.jp/facility/noh/

【アクセス】 JR川崎駅東口より徒歩5分

ミューザ
川崎

ラゾーナ
川崎プラザ

アトレ川崎

モアーズ

ダイス

川崎ルフロン

川崎駅川崎駅

京
急
川
崎
駅

京
急
川
崎
駅

京浜
急行

JR
線

リバーク
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ミューザ川崎シンフォニーホール
音楽ホール正面入口の向かいに位置する音楽工房は、

ピアノの発表会、講演会、音楽練習、絵画等の創作活動の発表等、
用途に応じてご利用いただけます。

貸館案内

〒212-8557 川崎市幸区大宮町1310　
TEL.044-520-0100　FAX.044-520-0103　
http://www.kawasaki-sym-hall.jp/

【アクセス】 JR川崎駅西口より徒歩3分、京急川崎駅より徒歩8分

公益財団法人 川崎市文化財団 〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町12-1 タワーリバーク3F
TEL.044-222-8821　FAX.044-222-8817　http://www.kbz.or.jp/

アートガーデンかわさき
絵画、彫刻、造形、工芸、写真をはじめとするジャンルを

超えたアートの発表の場です。自由に空間を演出していただけます。
貸館案内

〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町12-1 タワーリバーク3F
TEL.044-200-1415　FAX.044-222-8817
http://www.kbz.or.jp/facility/artgarden/

【アクセス】 JR川崎駅東口より徒歩2分、 京急川崎駅より徒歩2分
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アートガーデンかわさき・市内ギャラリー・美術館等の展覧会情報
●掲載情報は原則入場無料です。ただし、有料マークのある施設は入場料が必要な催し物の情報が含まれています。
●各施設とも、催し物の内容・会期・料金等が変更になる場合がございますので、ご確認の上ご来館ください。　■＝休館日
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有料 企画展「岡本太郎とメディアアート   山口勝弘－受け継がれる もの」展  ～2018年1月28日（日）
観覧料：一般900円、高校・大学生・65歳以上700円、中学生以下無料 ※2017年12  月29日（金）～2018年1月3日（水）休館

第1展示室

かわさきマイスター20年展（2F 企画展示室2）
12月14日(木)～2018年1月14日（日）

企画展

第2展示室

第3展示室

須山会100人展
12月5日（火）～10日（日）

川崎市障害者作品展
12月20日（水）～24日（日）

日旺油絵教室 幸油会作品 展
12月8日（金）～13日（水）

中原陶芸研究会 作陶展
12月1日（金）～6日（水）

多摩川フォトクラブ
第1回 写真作品展
12月8日（金）～13日（水）

第3回 パーク水彩展
12月15日（金）～20日（水）※18日休館

太陽絵画教室 絵画展
12月23日（土・祝）～26日（火）

多摩書道会書道展
12月8日（金）～13日（水）

アトリエアヅ麻生 
フランス額装と額縁
12月1日（金）～6日（水）

川崎市教育委員会
かわさきふれあい作品展
12月8日（金）～13日（水）

第23回 しゃらく麻生写真展
12月15日（金）～20日（水）※18日休館

長沢中保護者（OB）
カメラサークル 写真展
12月22日（金）～24日（月）

堀野書道学校 
選抜展
～12月3日（日）

第6回 木美会展
12月5日（火）～10日（日）

JFE京浜陶芸展
12月5日（火）～10日（日）

蘭寿と仲間たち
12月20日（水）～24日（日）

（注）会期、時間等は各団体により、変更になることがありますので、ご確認の上ご来場ください。

第13回
新世紀美術協会
東京支部展

12月12日（火）～17日（日）

アートとトークによる多様性尊重の社会づ くり展
12月2日（土）～17日（日）

2017川崎フロンターレ展（2Fアートギャラリー 1・2・3）
12月16日(土)～2018年1月14日（日）

川崎ヒストリー展（2F アートギャラリー１）  ～12月3日（日）
国産アニメーション誕生100周年記念展示 にっぽんアニメーション ことはじめ 
～「動く漫画」のパイオニアたち～ （2F アートギャラリー2・3） ～12月3日（日） ©KAWASAKI FRONTALE

アートガーデンかわさき〈川崎区〉
川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー・リバーク3F　
TEL.200-1415　
【休館日】毎週月曜日
　　　　12月28日～1月4日

宮前地区青少年作品展
入賞作品展示会

12月9日（土）～10日（日）

宮前デッサン会作品展
12月15日（金）～20日（水）※18日休館

宮前くみん・シネマ実行委員会
アニメ上映・著作権に関するお話及びスマホ取扱い
12月22日（金）～26日（火）

第16回
宮前区社会福祉大会

12月3日（日）

悠遊フォトクラブ写真展
12月1日（金）～6日（水）

第34回かわさき市民芸術 祭
こども芸術祭

2月8日（金）～13日（水）

川崎の子どもの版画展
12月16日（土）～20日（水）※18日休館

障害者の作品展
12月22日（金）～27日（水）

幸市民館市民ギャラリー〈幸区〉
幸区戸手本町1-11-2（幸文化センター内）　TEL．541-3910
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

ミューザ川崎シンフォニーホール 
4F企画展示室〈幸区〉
幸区大宮町1310　TEL.520-0300
【休館日】12/18（月）、12/29（金）～31（日）

宮前市民館市民ギャラリー〈宮前区〉
宮前区宮前平2-20-4　TEL．888-3911　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

中原市民館市民ギャラリー〈中原区〉
中原区新丸子東3-1100-12 パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワー1、2階
TEL．433-7773　
 【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

高津市民館市民ギャラリー〈高津区〉
高津区溝口1-4-1 ノクティ2（12F）　TEL．814-7603
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

多摩市民館市民ギャラリー〈多摩区〉
多摩区登戸1775-1（多摩区総合庁舎内）　TEL．935-3333　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉
多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898
【休館日】月曜日（1月8日を除く）、12月29日～1月3日、1月9日（火）

川崎市市民ミュージアム〈中原区〉
中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500
【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　12月29日～1月3日

麻生市民館市民ギャラリー〈麻生区〉
麻生区万福寺1-5-2　TEL．951-1300
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

アトリエくれいおん展覧会
12月2日（土）～5日（火）
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アートガーデンかわさき・市内ギャラリー・美術館等の展覧会情報
●掲載情報は原則入場無料です。ただし、有料マークのある施設は入場料が必要な催し物の情報が含まれています。
●各施設とも、催し物の内容・会期・料金等が変更になる場合がございますので、ご確認の上ご来館ください。　■＝休館日 Event Calendar

アート
ギャラリー
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有料 企画展「岡本太郎とメディアアート   山口勝弘－受け継がれる もの」展  ～2018年1月28日（日）
観覧料：一般900円、高校・大学生・65歳以上700円、中学生以下無料 ※2017年12  月29日（金）～2018年1月3日（水）休館

第1展示室

かわさきマイスター20年展（2F 企画展示室2）
12月14日(木)～2018年1月14日（日）

企画展

第2展示室

第3展示室

須山会100人展
12月5日（火）～10日（日）

川崎市障害者作品展
12月20日（水）～24日（日）

日旺油絵教室 幸油会作品 展
12月8日（金）～13日（水）

中原陶芸研究会 作陶展
12月1日（金）～6日（水）

多摩川フォトクラブ
第1回 写真作品展
12月8日（金）～13日（水）

第3回 パーク水彩展
12月15日（金）～20日（水）※18日休館

太陽絵画教室 絵画展
12月23日（土・祝）～26日（火）

多摩書道会書道展
12月8日（金）～13日（水）

アトリエアヅ麻生 
フランス額装と額縁
12月1日（金）～6日（水）

川崎市教育委員会
かわさきふれあい作品展
12月8日（金）～13日（水）

第23回 しゃらく麻生写真展
12月15日（金）～20日（水）※18日休館

長沢中保護者（OB）
カメラサークル 写真展
12月22日（金）～24日（月）

堀野書道学校 
選抜展
～12月3日（日）

第6回 木美会展
12月5日（火）～10日（日）

JFE京浜陶芸展
12月5日（火）～10日（日）

蘭寿と仲間たち
12月20日（水）～24日（日）

（注）会期、時間等は各団体により、変更になることがありますので、ご確認の上ご来場ください。

第13回
新世紀美術協会
東京支部展

12月12日（火）～17日（日）

アートとトークによる多様性尊重の社会づ くり展
12月2日（土）～17日（日）

2017川崎フロンターレ展（2Fアートギャラリー 1・2・3）
12月16日(土)～2018年1月14日（日）

川崎ヒストリー展（2F アートギャラリー１）  ～12月3日（日）
国産アニメーション誕生100周年記念展示 にっぽんアニメーション ことはじめ 
～「動く漫画」のパイオニアたち～ （2F アートギャラリー2・3） ～12月3日（日） ©KAWASAKI FRONTALE

アートガーデンかわさき〈川崎区〉
川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー・リバーク3F　
TEL.200-1415　
【休館日】毎週月曜日
　　　　12月28日～1月4日

宮前地区青少年作品展
入賞作品展示会

12月9日（土）～10日（日）

宮前デッサン会作品展
12月15日（金）～20日（水）※18日休館

宮前くみん・シネマ実行委員会
アニメ上映・著作権に関するお話及びスマホ取扱い
12月22日（金）～26日（火）

第16回
宮前区社会福祉大会

12月3日（日）

悠遊フォトクラブ写真展
12月1日（金）～6日（水）

第34回かわさき市民芸術 祭
こども芸術祭

2月8日（金）～13日（水）

川崎の子どもの版画展
12月16日（土）～20日（水）※18日休館

障害者の作品展
12月22日（金）～27日（水）

幸市民館市民ギャラリー〈幸区〉
幸区戸手本町1-11-2（幸文化センター内）　TEL．541-3910
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

ミューザ川崎シンフォニーホール 
4F企画展示室〈幸区〉
幸区大宮町1310　TEL.520-0300
【休館日】12/18（月）、12/29（金）～31（日）

宮前市民館市民ギャラリー〈宮前区〉
宮前区宮前平2-20-4　TEL．888-3911　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

中原市民館市民ギャラリー〈中原区〉
中原区新丸子東3-1100-12 パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワー1、2階
TEL．433-7773　
 【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

高津市民館市民ギャラリー〈高津区〉
高津区溝口1-4-1 ノクティ2（12F）　TEL．814-7603
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

多摩市民館市民ギャラリー〈多摩区〉
多摩区登戸1775-1（多摩区総合庁舎内）　TEL．935-3333　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉
多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898
【休館日】月曜日（1月8日を除く）、12月29日～1月3日、1月9日（火）

川崎市市民ミュージアム〈中原区〉
中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500
【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　12月29日～1月3日

麻生市民館市民ギャラリー〈麻生区〉
麻生区万福寺1-5-2　TEL．951-1300
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

アトリエくれいおん展覧会
12月2日（土）～5日（火）
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◆無料ギャラリースペース
　2017年11月3日～2018年1月28日まで、
館内一部工事にともない、企画展「岡本太
郎とメディアアート」展は常設展示室での開
催となります。そのため、館内の無料スペー
スにて、岡本太郎の彫刻や立体作品を展
示いたします。あわせてぜひご覧ください。
※常設展は休室となります。予めご了承ください。

◆関連イベント
毎週末！ 動く巨大「パイラ人」美術館に出現！
　高橋士郎の気膜ロボット・バボットが岡本太郎のデザインし
た宇宙人「パイラ人」となって美術館に登場します。
◦日時：会期中の土、日、祝日（年末年始を除く、雨天中止）
　　　　10：00～16：00
◦場所：岡本太郎美術館入口（屋外）

「伊藤尚未フシギ工作シリーズ」
◦講師：伊藤尚未　◦場所：ガイダンスホール　◦定員：各回とも20名
◦対象：小学生以下（小学3年生以下は保護者同伴）
◦料金：ミュージアムショップで制作キット（1500円）を購入
◦申込：電話での受付（11月10日10：00から受付開始。）
①パラパラ影絵箱を作ろう！
電子回路を組み立ててLEDを点滅させ、パラパラ漫画を作ります。
◦日時：12月10日（日）1回目10：30～12：00 2回目 14：00～15：30
②イルミラマを作ろう！
　LEDをランダムに光らせる電子回路をつかい幻想的なイルミネーションを作ります。
◦日時：12月17日（日）1回目10：30～12：00 2回目 14：00～15：30

「VRでつくろう！
 キミだけのTAROミュージアム！」
　工学部の学生と簡単なプログラムにふれながら、自分だけの岡
本太郎空間を作ります。岡本太郎の世界をプログラミングしよう。
◦日時：12月23日（土・祝）
　　　　1回目11：00～13：00 2回目 14：00～16：00
◦協力：日本工業大学フィジカルコンピューティングチーム
◦場所：ガイダンスホール　◦対象：1回目小学1～3年生、2回目小学4～6年生
◦定員：各回15人　◦料金：無料　
◦申込：電話での受付（11月10日から受付開始。）
※その他、関連イベントの詳細は当館ホームページをご覧ください。
　http://www.taromuseum.jp

川崎市市民ミュージアム〈中原区〉 川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉

多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898　FAX.900-9966
【アクセス】 �小田急線向ケ丘遊園駅南口徒歩17分、北口バス約10分 
　　　　　 専修大学前下車徒歩6分　

【開館時間】 9：30〜17：00（入館16：30まで）　
【休 館 日】 月曜日（1月8日を除く）、11月24日（金）、12月29～1月3日、
　　　　　 1月9日（火）
http://www.taromuseum.jp

登戸駅
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川崎市
岡本太郎美術館

日本民家園

中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500　FAX．754-4533　
【アクセス】� 武蔵小杉駅北口バス約10分、溝の口駅ノクティ側バス約20分
【開館時間】 9：30～17：00（入館16：30まで）　
【休 館 日】 毎週月曜日、12月29日（金）～2018年1月3日（水）
http://www.kawasaki-museum.jp/

多摩川
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●会館とどろき
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川崎市市民
ミュージアム

Twitter InstagramFacebookホームページ

◦ホームページ、Twitter、Facebook、Instagramにて情報発信中！
◦ホームページ、
　Facebookにて
　情報発信中

Facebookホームページ

展覧会料金等
料　金：一般900（720）円、高校・大学生・65歳以上700（560）円、中学生以下無料
　　　　（　）は20名以上の団体料金
休館日：月曜日（1月8日を除く）、11月24日（金）、12月29～1月3日、1月9日（火）

 企画展／開催中～2018年1月28日（日）

「岡本太郎とメディアアート
　山口勝弘－受け継がれるもの」展
　アヴァンギャルドの一匹狼として、戦後日本の美術界にノンを突きつけた
岡本太郎ですが、同時に分野を超えた新しい芸術の展開を求める活動の
中では、そこに集う若い芸術家達に惜しみのない支援を欠かしませんでし
た。その精神を受け継ぎ、時代に先駆け独自の表現を確立していったアー
ティストに山口勝弘がいます。本展では岡本太郎から山口勝弘、そして彼ら
の活動の先に開花したメディアアートを担う現代アーティスト10人の作品
を紹介し、岡本太郎の展示空間でコラボレーションします。

　川崎市では、平成9年度より現役の優れた技術・
技能職者を「かわさきマイスター」として認定してお
り、今年で20周年を迎えました。本展では、作品や
実演を通じてマイスターの活動を紹介します。

岡本太郎《こどもの樹》岡本太郎《ノン》

 企画展／12月14日（木）～2018年1月14日（日）	

かわさきマイスター20年展
◦会　場：2F企画展示室2　◦観覧料：無料 

岡本太郎 《夜》田中敬一 《LUMINOUS》2014年

★関連プログラム
　アトリエ体験講座（フロンターレ編）
　�　川崎フロンターレのマスコットキャラクター「ふろん太」と「カブレラ」を

描いた年賀状を、シルクスクリーン（版画）で作ってみよう！
　◦日時：12月16日（土）　　◦参加費：無料
　ふろん太＆カブレラ記念撮影会
　　新成人の皆さんはもちろん、どなたでも参加OKです！
　◦日時：2018年1月8日（月・祝）　◦参加費：無料
　＊時間など詳細は後日ホームページでお知らせします。
　＊�そのほか「ゲーフラ（応援旗）づくり」や「チャリティートークショー」など、

毎年恒例の多彩なイベントも鋭意企画中！

　今年の川崎フロンターレの活躍
を、オフィシャルカメラマンによる試合
写真や映像、選手ゆかりの資料等で
ふり返ります!

 企画展／12月16日（土）～2018年1月14日（日）	

2017川崎フロンターレ展
◦会　場：2Fアートギャラリー1・2・3
　　　　　　　　　　※�アートギャラリー2は2018年度川崎フロンターレ後援会
　　　　　　　会員限定エリアとなります。
◦観覧料：無料 

©KAWASAKI FRONTALE

◦料金：1プログラムにつき 
　　　　一般600円／65歳以上･大学生･高校生500円／小中学生400円
　　　　（未就学児、障害者手帳等をお持ちの方及びその介護者無料）

 映　画　上　映 

■チェコ・アニメーション名品集（当館所蔵作品より）
　期間：12月2日（土）～10日（日）の土日
　�　イジィ・トルンカ監督による親子で楽しめる人形アニメーションや、ブラック

ユーモアあふれるシュヴァンクマイエル監督作品など、当館所蔵のチェコ・ア
ニメーションの名作を上映。魔法のような作品世界をご堪能ください！

　〈短編集3プログラム〉
　◦トルンカ短編集 親子で楽しめる
　　12月2日（土）11：30、12月3日（日）11：30、12月9日（土）14：00
　◦トルンカ『善良な兵士シュベイク』集 親子で楽しめる
　　12月2日（土）14：00、12月10日（日）11：30
　◦トルンカ＋シュヴァンクマイエル短編集
　　12月3日（日）14：00、12月9日（土）11：30、12月10日（日）14：00

■川崎ゆかりのゴジラ映画
　（「川崎フロンターレ展」「かわさきマイスター20年展」連携上映・かわさき150 万人都市記念）
　期間：12月17日（日）・23日（土・祝）・24日（日）
　�　3日間限定！ご好評につき、ご当地映画『シン・ゴジラ』をアンコール上映！是非、小さなお

子様も楽しめる川崎ゆかりのゴジラ作品とあわせてお楽しみください！
　◦『シン・ゴジラ』
　　12月17日（日）14：00、12月23日（土・祝）14：00、
　　12月24日（日）11：30/14：00
　　�　鎌倉・横浜を縦断して武蔵小杉に現れたゴジラに対して、多摩川河

川敷を防衛線とした「タバ作戦」が実行される！
　◦『ゴジラ・ミニラ・ガバラ オール怪獣大進撃』 親子で楽しめる
　　12月17日（日）11：30、12月23日（土・祝）11：30
　　�　川崎市に住む鍵っ子小学生を主人公にしたファンタジー作品。川崎

区や幸区でロケ撮影が行われた。

TM & ©2016 TOHO CO.,LTD.

TM & ©1969 TOHO CO.,LTD.

『コントラバス物語』

『善良な兵士シュベイク 
第1話 コニャックの巻』

『天使ガブリエルと鵞鳥夫人』
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アルテリオ小劇場

2017年12月23日（土・祝） 14：00開演 ※開場は開演の30分前

【出演者】 桂 小南、桂米多朗、神田 蘭、春風亭かん橋
【チケット】 一般2,000円／学生1,000円（全席自由・税込） ※未就学児童のご入場はご遠慮下さい。

　江戸の侠客・新門辰五郎をモチーフにした上方落語の人情噺「しじみ
や」を、2017年9月に三代目を襲名したばかりの桂小南が披露！
　さらに2018年5月に真打への昇進が決定した女流講談師・神田蘭も登
場し、華やかに盛り上げます。

 第57回川崎市アートセンター

しんゆり寄席

【お知らせ】 �仲入りで演者からのプレゼントが当たる抽選会を開催。

★大旦那衆セット、プレミアムセット★
年間10回開催する「しんゆり寄席」で、いつでもご利用頂けるセット券。一人でも、何人一緒でもご利用可。
　◦プレミアムセット：4枚1組 6,000円　◦大旦那衆セット：10枚1組 12,000円※有効期限は2018年3月公演まで。払い戻し不可。

桂米多朗桂 小南 神田 蘭

 チケット取扱い：川崎市アートセンター
［TEL］ 044-959-2255（9：00～19：30、土日祝・原則毎月第二月曜除く）　　［WEB］ http://kawasaki-ac.jp/th/
［窓口］ 9：00～19：30（原則毎月第二月曜除く）
◦しんゆり寄席の学生券は窓口のみ取扱い。要学生証提示。またセット券は窓口とお電話のみ取扱い。

 川崎市アートセンター開館10周年記念事業
しんゆりシアター劇団わが町第7回公演
クリスマス・キャロル
原作：C.ディケンズ　　翻訳：村岡花子　　脚色・演出：ふじたあさや
脚色：原田 亮（company ma）・上崎 実
　人を愛し自分を変えることで世界は変わる
　開館10周年を記念し、1843年に出版されて以来、世界中で長い間愛され続
けているディケンズの名作『クリスマス・キャロル』を、市民劇団・劇団わが町が上
演。音楽もたっぷり取り入れ、子どもから大人まで楽しめる！
　クリスマスイブに冷酷無慈悲なスクルージに会いに来たのは…

2017年12月14日（木）〜17日（日） ※開場は開演の30分前

14（木） 15（金） 16（土） 17（日）
13：00 モミ組
14：00 ヒイラギ組
17：00 ヒイラギ組
18：00 モミ組
19：00 モミ組 ヒイラギ組

【出演者】 劇団わが町劇団員／客演：古舘一也、森山蓉子（company ma）
【チケット】 一般 2,500円／子ども（4歳～中学生） 1,000円／親子ペア 3,000円（全席指定・税込）

　　　　　　　　　　※3歳以下のお子様のご入場はご遠慮ください。　※親子ペアは一般1名＋子ども1名　※各組配役を一部変更して上演致します。

しんゆりジャズスクエアvol.32
名作曲家アントニオ・カルロスジョビンのボサノバ名曲特集
2018年1月26日（金） 19：00開演

【出演者】 KAREN（vo）、酒井麻生代（fl）、廣瀬みちる（p）、田辺充邦（gt）、佐瀬 正（b）
　　　 　　　※出演者は変更になる場合がございます。

速報
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川崎市アートセンター
〒215-0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺6-7-1

Tel. 044-955-0107　Fax. 044-959-2200 

info@kawasaki-ac.jp　

http://kawasaki-ac.jp/

小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩 3分

◆映画のチケットは 9：00 より受付にて販売

◆自由席、整理番号順入場、立見不可

14 KAWASAKI ART NEWS

映画 Cinema｜川崎アートセンター アルテリオ映像館



川崎市アートセンター
〒215-0004　神奈川県川崎市麻生区万福寺6-7-1

Tel. 044-955-0107　Fax. 044-959-2200 

info@kawasaki-ac.jp　

http://kawasaki-ac.jp/

小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩 3分

◆映画のチケットは 9：00 より受付にて販売

◆自由席、整理番号順入場、立見不可
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Cinema 映画



第三火曜日第三火曜日ラゾーナ寄席ラゾーナ寄席
毎月

2017
のお楽しみ

■会　場…ラゾーナ川崎プラザソル
　　　　　〒212-8576  川崎市幸区堀川町72-1 ラゾーナ川崎プラザ5F
■出　演…春風亭一之輔・初音家左橋・柳家花ん謝・橘家かな文
■入場料…全席自由2,000円
　　　　　　　　　　（終演後のおたのしみ“交流会”…希望者のみ・参加費1,500円）
■予約･お問合せ／ラゾーナ川崎プラザソル
　　　　　　　　　電話 044-874-8501　FAX 044-520-9151　
　　　　　　　　　E-mail：info@plazasol.jp　http://www.plazasol.jp

2017年
12月19日（火） 17：30受付開始/18：00開場/18：30開演
※当日券は18：00から販売します

春風亭一之輔

野村万蔵による芸能サロン

狂言を楽しもう

◎主催／公益財団法人川崎市文化財団　川崎市川崎区駅前本町12‒1　タワーリバーク3Ｆ　TEL：044‒222‒8821　
＊開演後はご入場いただけない場合がございます。また出演者等変更になる場合もございますのでご了承ください。なお、ご購入いただいたチケットのキャンセルや変更はできません。

■チケット発売／2017年11月29日（水）AM9：00より 川崎能楽堂窓口にて販売（先着順）
　　　　　　　（＊残券があれば、同日正午より電話でも販売いたします）
■受 付 時 間／窓口・電話　9：00～17：00 ＊但し、発売初日の電話受付は正午から。
■チケット取扱・お問合せ／川崎能楽堂　川崎市川崎区日進町1‒37　TEL：044‒222－7995　FAX：04‒222‒1995

日時 2018年1月6日（土）
14：00開演（開場13：30）

場所 川崎能楽堂
（JR川崎駅東口徒歩5分）

料金 3,000円
（全席指定）

狂言のお話◉野 村 万 蔵
狂言◉「

ひ

樋の
さ け

酒」  野 村 万 禄
狂言◉「

　 か 　 ず 　 も 　 う 　

蚊相撲」  野 村 万 蔵

野村万蔵

蚊相撲

第66回

公益財団法人 川崎市文化財団
かわさきアートニュースの制作には、川崎市文化振興基金が活用されています。

〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町12-1（リバーク３F）　
TEL.044（222）8821（代表）  FAX.044（222）8817
http://www.kbz.or.jp
平成29年12月1日発行 ◉印刷・製本／八幡印刷㈱ TEL.044-542-2311

川崎市文化財団
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